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新たに都市計画道路，特に幹線道路を建設する際に周辺住民の交通安全対策は後追いになることが一般

的だが，本来は道路開通前に進めるべきである．本研究では，現在計画が進められている浦和野田線元荒

川工区を対象地域とし，既に開通した都市計画道路周辺の ETC2.0 プローブデータを用いて開通前後での

走行履歴並びに挙動履歴の変化を比較した．また開通前後で危険度が増減した街路を抽出し，有意となる

街路の特徴の抽出を実施した．加えてこの特徴に当てはまる街路を対象地域内で当てはめることで，事前

の危険予測に繋げた．分析の結果，歩道の有無，開通した都市計画道路との接続性，カーブミラーの有無

に有意差が見られた． 
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1. はじめに 

 

都市計画道路の中でも幹線道路の建設では，街の防災

や車両の円滑な通行機能が優先されており，道路周辺の

住民に対する交通安全対策は後追いになることが一般的

である．しかしながら，道路の骨格を決定する際に，事

前に周辺住民への影響を交通状況から予測し，周辺細街

路での交通安全対策も進めるべきである．また，幹線道

路建設により自動車の円滑な交通を目指してはいるが，

幹線道路の渋滞回避のために,住宅地内の道路へ流入す

る「抜け道」交通により，周辺住民の生活環境の悪化を

招く危険性もある．  

周辺生活道路へ抜け道となる道路は，車道幅員 5.5m

未満の道路，所謂生活道路であることが多い．加えて我

が国での交通事故件数や交通事故死者数は年々減少して

おり，2021 年の交通事故死者数は 1948 年以降の統計で

過去最少を記録している注 1)が，依然として数多くの人

が交通事故により命を落としていることは看過できない．

交通事故死者数が減少傾向である中，生活道路では減少

幅が少ないことからも，生活道路の安全対策は重点的に

行うべきであり，各地で最高速度 30km/h の区域規制で

あるゾーン 30 の導入，ハンプや狭さく等物理的デバイ

スの設置などの対策が進められている注 2)．しかしなが

ら，これらの取り組みは一定の効果が得られてはいるも

のの，根本的な解決には至っていない． 

 これらの課題に対して，通過交通の抑制に関する研究

が行われているが，新規の都市計画道路建設による，通

過交通予測に関する研究は見受けられない． 

 そこで本研究では，新規に都市計画道路が建設された

際，周辺生活道路を通行する自動車の危険挙動の割合を

予測することで，周辺住民が安心して生活できる交通安

全対策の提案を行うことを目的とする．道路開通前に危

険箇所の提示・対策の提案をすることで，周辺住民の生

活の質を保つことを目指している． 
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2. 既存研究のレビューと本研究の位置付け 

 

(1) 抜け道利用に関する既存研究 

抜け道利用に関する研究は既に多くの研究蓄積がある． 

佐藤ら 1)は，通過交通の流入箇所と補助幹線道路の完

成状況を調査し抜け道マップを作成し，通過交通を分類

したことで調査地区周辺の道路の使われ方を把握したと

ともに，ナンバープレート調査法を用いて道路網が構築

されていないがために，地区幹線道路を走るべき通過交

通が未完成の主要生活道路や地先道路に流入している現

象を確認した．嶋田ら 2)は，抜け道交通対策の方向性を

検討するために，愛知県豊田市を事例として抜け道沿道

住民の道路交通環境等に関する意識を把握するとともに，

交通量配分シミュレーションを用いて各種整備対策を行

った場合の影響分析を行った．橋本ら 3)は，ドライバー

の意識に着目し，ドライバーの表通り・裏通りの判断と

抜け道利用意識の因果関係を把握するとともに，ドライ

バーが表通り・裏通りを認識する際の判断に影響を及ぼ

す道路空間の要因分析を行った．清水ら 4)は，道路別の

旅行平均側道と速度の分散に着目し，GIS を用いて道路

ネットワークとプローブから得られた情報をマッチング

し，生活道路の走行速度の決定に影響を及ぼしていると

考えられる道路環境や沿道環境と速度の分散との関係に

ついて分析を行うとともに，交通静音化事業が実施され

ている地区とされていない地区の比較分析を行うことで，

面的な速度抑制施策の効果を評価した．岡本ら 5)は，通

過交通が抜け道を利用する要因の一つと考えられる街路

同士の接続特性に着目し，抜け道利用との関係性につい

て検証するとともに，特に抜け道として使われる回数の

多い街路について接続特性などの関連する指標を用いて

クラスター分析を行い，各指標値の組み合わせによって

抜け道となりやすい街路の特徴を，グループに分けて把

握した． 

このように通過交通の実態から要因を把握し，対策を

検討したもの，交通量配分シミュレーションを用いて影

響分析を試みたもの，ドライバーの側面からアプローチ

を行い，要因分析を試みたもの，生活道路の空間構成や

街路同士の接続特性に着目したものなど，様々な視点か

ら研究が進められている． 

 

(2)  ETC2.0 プローブデータ情報を用いた抜け道利用に

関する既存研究 

前節で述べた通り抜け道利用に関する研究は多岐にわ

たるが，その中でも近年は ETC2.0 プローブ情報を用い

た研究も進められている． 

尾崎ら 6)は，ETC2.0プローブデータを地区内の交通状

況の把握及び，それを用いた交通安全対策の検討に利用

する手法の確立に向けた基礎的研究として，通過交通の

経路分析，区間別速度の分析，急減速発生位置の分析，

並びにこれらの分析結果に基づく対策立案を試行するこ

とで，利用可能性についての検討を行った．森山 7)は，

生活道路の安全対策箇所のモデル地区として選定されて

いる，静岡県浜松市船越地区を事例として，ETC2.0 プ

ローブデータを用いた生活道路の要因分析及び対策検討

を実施し，ETC2.0 プローブデータ分析における課題や

留意事項を整理した．関ら 8)は，国土交通省が生活道路

の交通安全対策を重点的に進める地区として対策エリア

等を検討するにあたって用いられている，交通状況把握

手法・データの有用性について，事例を通じて検討を行

った．坪田ら 9)は，ETC2.0プローブ情報のうち走行履歴

を活用し，500m 四方メッシュ単位で生活道路事故リス

クの算定を行うとともに，メッシュ毎の特性指標を説明

変数とした重回帰モデルによる，生活道路事故リスクに

影響を与える要因分析手法の構築を試みた． 

 このように近年の ETC2.0 普及率の増加に伴い，

ETC2.0 搭載車等から得られる走行履歴情報や挙動履歴

情報を活用し，生活道路の交通実態の把握，並びにそれ

に基づく対策・検討の試みが進められている． 

 

(3) 本研究の位置付け 

前節までで示した通り，抜け道利用に関する研究は

多数存在するが，新規の都市計画道路建設による，通過

交通予測に関する研究は見受けられない． 

そこで本研究では，都市計画道路建設後も周辺住民が

安心して生活できる交通安全対策の提案を行うことを目

的として，類似地域の道路開通前後の周辺生活道路を通

行する自動車の危険挙動の割合を把握し，変化が生じた

街路の特徴に当てはまる街路を対象地域内で抽出するこ

とで，道路開通前に道路が開通することによって危険度

が増加すると考えられるエリアの予測を試みた． 

 

 

3. 調査概要 

 

(1) データの概要 

本研究では，ETC2.0 プローブデータを用いて分析を

行った．分析を行う田島大牧線（2工区）では 2021年 3

月 30 日に道路が暫定開通した．道路開通前後での交通

量の変化を把握するために，道路開通前である 2020年 5

月（31日間）と道路開通後である 2022年（31日間）の

計62日分，7時～19時の走行履歴情報・挙動履歴情報を

使用した．走行履歴情報は主に経路履歴，挙動履歴情報

は主に急加減速等の挙動履歴で構成されている．本研究

で分析に使用したデータの範囲は，田島大牧線の全長，

田島大牧線から浦和駅までの距離等を考慮し決定した．

使用したデータ詳細を表-1に示す． 

第 67 回土木計画学研究発表会・講演集

 2



 

 

(2) 対象地域 

本研究では，現在計画が進む浦和野田線元荒川工区周

辺を対象地域とし，田島大牧線（2工区）周辺を類似地

域とした．類似地域は，近年に完成した都市計画道路の

うち，同県内に存在し，対象地域と幅員構成や土地利用 

が類似している路線を選定した．以下に 2地域の概要を

記す． 

a) 浦和野田線元荒川工区 

浦和野田線は埼玉県越谷市新明町 2丁目の新明町（北）

交差点から，千葉県松伏超大字金杉字天神までの，延長

約 8.3kmにわたる都市計画道路である．既に供用済の区

間も存在する中で，新明町（北）交差点から東武伊勢崎

線との立体交差地点である，元荒川工区 1.3kmの区間の

み未着手の状態が長らく続いていたが，2022年 8月 5日

に都市計画変更告示がなされた．また同年 11月 19日に

国から事業認可を受けたことも発表された．図-1に幅員

構成図注3)，図-2に対象地域地図を示す． 

b) 田島大牧線（2工区） 

田島大牧線（2 工区）は，埼玉県さいたま市南区別所

1丁目地内，国道 17号から同市浦和区岸町 7丁目地内，

中山道までの，約 680mの都市計画道路であり，2021年

3 月 30 日に暫定開通した．図-3 に幅員構成図注 4) ，図-4

に類似地域地図を示す． 

 

 

4. データの集計と分析 

 

(1) データの概要 

道路開通前後でのETC2.0の普及率の違いを考慮し，1

リンクあたりに記録された急加減速データ数を走行履歴

データ数で除した値を用いて分析を行った．この値が増

加した場合，ヒヤリハットの発生率が高くなったと考え

ることができる．以下この値を危険リスク値と示す．道

路開通前後で，危険リスク値が増加したリンクを危険度

が増加した街路，減少したリンクを危険度が減少した街

路とした． 

 

(2) データの概要 

本研究では田島大牧線の四方 1.4km範囲のデータを用

いて分析を行った．周辺生活道路に特に着目して分析を

進めるべく，分析範囲内の国道，県道，これらの延長道

路を主要道路とみなして除外した．除外対象道路は中山

道，旧中山道，県庁通り，さいたま草加線，市役所通り

である．また挙動履歴データ数が極端に少ないリンク

（1 ポイント以下）も除外して分析を実施した．その結

果分析対象街路は 401リンク存在した．分析の結果，増

加した街路が 173リンク，減少した街路が 228リンク抽

出された．このうち，母比率の差の検定によって変化に

表-1 データ概要 

対象地域 
田島大牧線と坂下通りの交差点 

（埼玉県さいたま市）から四方 1.4km 

分析対象

期間 

2020年・2022年5月1日～5月31日 

（計62日分） 

分析対象

時間 
7時～19時 

分析使用

データ 

様式1-2：GPS時刻，経度，緯度 

様式 1-4：GPS時刻，経度，緯度，ヨー角速

度，前後加速度，左右加速度 

 

 
図-1 幅員構成図（浦和野田線元荒川工区） 

 

  

図-2 対象地域地図 

 

 

図-3 幅員構成図（田島大牧線（2工区）） 

 

 

図-4 類似地域地図 
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有意差が見られた街路は，増加した街路が 81 リンク，

減少した街路が 135リンクであった．集計結果を表-2に

示す．また有意差 1％の危険度が変化した街路を図-5 に

示す． 

a) 二項ロジスティック回帰分析 

 危険度が増減した街路の特徴量を抽出することを目的

とし，街路の特徴量を説明変数として二項ロジスティッ

ク回帰分析を行った．使用した説明変数を表-3に示す．

なお目的変数は危険度増加「1」，危険度減少「0」であ

る． 

表-4 はロジスティック回帰分析の結果である．変数選

択法はステップワイズ法を用いた．なお，モデルの適合

度はモデル係数のオムニバス検定における p 値が 0.018

で 0.05 未満であることから，モデルの当てはまりは良

いと判断した．また，説明変数間の多重共線性の有無を 

VIF を算出することで確認した．その結果どの説明変数

の VIF も 10 未満であることから，多重共線性は生じて

いない．回帰係数の p値に着目すると，歩道ダミー，カ

ーブミラーダミー において 1%有意傾向となり，道路線

形ダミー，接続性ダミーにおいて 5%有意傾向となった．

加えてオッズ比に着目すると，歩道ダミー，接続性ダミ

ー，カーブミラーダミーが 1以上となった．以上のこと

から歩道がある街路は危険度が増加する傾向にあり，カ

ーブミラーが設置してある街路は危険度が増加する傾向

にあり，田島大牧線に接続している街路では危険度が減

少する傾向にあることが言える． 

 ただし，歩道に路側帯が物理的に分離されているか盛

り込めていないことに加え，田島大牧線との平行性や，

 

表-2 有意な結果が見られた街路数 

 1％有意 5％有意 10％有意 

危険度増加 49 20 12 

危険度減少 91 31 13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 道路開通前後の危険度の変化に関する分析結果 

 
 

表-3 使用した説明変数 

方位ダミー 南北方向=0，東西方向=1とした． 

線形 折れ曲がり又は曲線=0，直線=1とした． 

接続性ダミー 田島大牧線に接続している街路=0，田島大牧線に接続していない街路=1とした． 

車線数 数値データ 

カーブミラーダミー カーブミラーなし=0，カーブミラーあり=1とした． 

ゾーン30ダミー ゾーン 30範囲外=0，ゾーン30範囲内=1とした． 

歩道有無ダミー 歩道なし=0，歩道あり=1とした 

見通しダミー 
リンク始終点どちらも見通しがよくない=0，リンク始終点どちらかの見通しがよい=1とした． 

（見通しのよしあしは道路幅員，交差点の建築物，カーブの緩急により判断） 

車道幅員 数値データ 

 

表-4 二項ロジスティック回帰分析結果 

説明変数 
回帰 

係数 

標準

偏差 

オッ

ズ比 
p値 

有意

判定 

歩道 

ダミー 
1.188 0.507 3.282 0.019 * 

道路線形 

ダミー 
-3.217 1.024 0.040 0.002 ** 

接続性 

ダミー 
3.941 1.412 51.472 0.005 ** 

カーブ 

ミラー 

ダミー 

1.170 0.559 3.223 0.036 * 

5%有意 * 1%有意** 
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信号の有無等のカーブミラーの有無に関わる変数を探る

必要があると考える． 

 

 

5. 危険度が増加すると考えられるエリアの予測 

 

前章での結果を踏まえて，対象地域である浦和野田線

元荒川工区内で，危険度が増加すると考えられる街路の

抽出を実施した．今回は，元荒川，浦和野田線，東武伊

勢崎線で囲まれた地域内で街路の抽出を行った．また対

象地域内で主要道路である北越谷停車場線は，対象道路

から除外している．まず歩道がある道路に危険度増加の

有意差が見られたことから，対象地域内の歩道がある道

路のうち，浦和野田線に接続する部分を除いた街路を抽

出した．また，カーブミラーがある街路に危険度増加の

有意差が見られたことから，先程抽出した街路上でカー

ブミラーが設置されている箇所を抽出した．これらの情

報を地図上に記したものが図-6である．また赤星の中で

①の周辺の様子を図-7，②の周辺の様子を図-8 に示した．

図-7では左奥，図-8では右手前カーブミラーが設置され

ている．どちらの交差点も街路幅が特に狭いわけではな

いが，カーブミラーの対岸には電柱が存在し，通行がし

にくくなっていることが伺える．このように図の赤星周

辺のエリアは，浦和野田線開通後に危険度が増加する可

能性が高いと予測でき，事前の交通安全対策が特に必要

な箇所であるといえる． 

 

 

6.  おわりに 

 

本研究では，新規に都市計画道路が開通した際の周辺

生活道路への影響を明らかにすることを目的に分析を行

った． 

分析の結果，道路開通前後で挙動履歴の変化に有意差

が見られる街路の特徴量を分析することで，危険度の変

化に関わる街路の特徴を複数抽出することに繋げた．田

島大牧線に接続する街路は危険度の増加が見られると仮

定していたが，実際は田島大牧線に接続している街路は

危険度減少に繋がる可能性が高い結果となった．この結

果により抜け道交通は，一度交通量の多い幹線道路を通

行した場合は，途中で抜け道交通を試みるのではなくそ

のまま幹線道路の通行を続けるが，交通量の多い道路を

避けようとする車両は，元から幹線道路を通ることなく

周辺の生活道路を通行している場合が存在する可能性が

示された．よって周辺住民の安全を確保するための交通

安全対策は，道路の近くに留まらず，面的な整備が必要

であると考えられる．また本研究の分析に使用した，田

島大牧線の全長が約 680m と長距離の幹線道路ではない

ことも，この結果の一因といえる． 

前に示した通り，現在の分析では街路の特徴に関する

変数を組み込み切れていないことから，今後は他の特徴 

量も加えた分析を実施する必要がある．加えて周辺住民 

の回遊行動と，危険エリアと予測される箇所を重ね合わ

せることで，より対象地域の周辺住民に合わせた，交通

安全対策の提案が可能になると考える． 
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図-6 危険度増加が予想されるエリア 

 

 

図-7  ①の様子 

 

 

図-8 ②の様子 
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NOTES 

注1) 警視庁交通局：令和3年における交通事故の発生状況等

について，

https://www.npa.go.jp/bureau/traffic/bun-

seki/nenkan/040303R03nenkan.pdf 

注2) 国土交通省：生活道路の交通安全対策に関するポータル

サイト，

https://www.mlit.go.jp/road/road/traffic/sesaku/anzen.html 

注3) 埼玉県：越谷都市計画道路 3・3・3 浦和野田線の整

備について， 

pref.saitama.lg.jp/b1011/douro-shisetsu/urawanoda-

setumeikai3.html  

注4) さいたま市：都市計画道路 田島大牧線（2 工区）， 

https://www.city.saitama.jp/001/010/018/007/006/004/p0

69216.html 
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IMPACT OF THE CONSTRUCTION OF THE CITY PLANNING ROAD 

ON THE SURROUNDING RESIDENTIAL STREETS 

 

Kaho KANEHIRA, Haruka UNO, Shintaro TERABE,  

Hideki YAGIINUMA and Yu SUZUKI 

 
When constructing a new urban planning road, it is necessary to take traffic safety measures for residents 

in the surrounding area before the road opens to traffic. In order to verify and predict the impact of the 

construction of a new urban planning road on surrounding roads, we used ETC2.0 probe data around roads 

that have already opened to traffic and extracted characteristics of roads that increased or decreased in 

danger before and after opening by comparing the rate of change in dangerous behavior. The results of the 

analysis showed that hazard levels decreased on streets directly connected to urban planned roads, while 

they increased on streets with curve mirrors and sidewalks. By applying the results to the areas where new 

urban planning roads are planned to be constructed, we attempted to predict hazardous areas before the 

roads opened. 

第 67 回土木計画学研究発表会・講演集

 7


